
し
た
。
利
家
は
乃
ち
長
頗
に
賞
賜
し
て
金
揮
に
蹄
つ
一
部
落
。
=
一
州
紀
聞
に
、
『
茄
谷
村
持
山
の
内
に
坊
山
と
一
子
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
好
優
は
本
多
氏
に
仕
ヘ
一
出
京
し
て
幡
宮
競
臆
巡
査
と
な
り
、
十
年
限
南
の
役
に

た
o
一
申
既
は
、
此
山
に
佐
々
木
四
郎
寺
を
建
立
、
圃
光
坊
一
て
線
六
十
石
を
食
み
、
弘
五
郎
は
申
小
特
と
し
て
別
一
従
軍
し
、
八
周
凱
旋
し
た
が
、
そ
の
慰
努
休
眼
中
背

ア
サ
フ
麻
生
勺
鹿
島
郡
南
三
郷
に
画
す
る
一
と
申
・
問
。
此
寺
返
一
時
以
後
、
某
寺
跡
に
娼
才
喜
右
衛
一
に
鹿
米
十
俵
を
受
け
た
。
人
と
震
・
り
諜
宕
に
し
て
威
一
極
に
遊
ん
だ
鑓
に
、
十
一
年
二
局
聴
を
菟
ぜ
ら
れ

部

帯

。

一

門

と

申

者

鹿

市

同

市

侮

候

。

』

と

あ

る

。

一

容

あ

り

、

剣

法

に

遁

じ

砲

術

を

普

く

し

た

。

明

治

四

一

た

。

欝

篤

快

々

と

し

て

楽

し

ま

ず

、

一

日

石

川

廓

人

ア
ザ
フ
前
生

W
ゾ
能
美
郡
山
上
郷
に
臨
す
る
一
ア
サ
ヰ
浅
井
鹿
島
郡
浅
井
庄
に
毘
す
る
部
一
年
十
一
周
廿
三
日
間
志
と
共
に
故
主
本
多
政
均
の
仇
一
元
巡
査
橋
爪
武
を
そ
の
高
一
慢
に
訪
う
た
が
、
武
は
街

部

帯

。

一

一

掃

。

浅

井

庄

の

本

庄

で

あ

る

。

一

菅

野

輔

吉

を

討

ち

、

五

年

十

一

周

囲

日

自

裁

を

命

ぜ

一

か

に

之

に

告

ぐ

る

に

、

友

人

長

建

議

等

が

特

に

邦

家

ア
ザ
フ
ジ
ヨ
ウ
務
生
誠
能
美
郡
茄
生
に
在
つ
一
ア
サ
キ
イ
チ
モ
ウ
選
弁
一
番
大
型
寺
の
人
。
一
ら
れ
た
。
享
年
廿
五
。
一
の
震
に
彦
議
大
久
保
利
通
を
試
す
る
の
計
棋
が
あ
っ

た
。
越
菅
賀
三
州
志
欣
蛾
考
に
、
今
城
山
と
呼
び
、
一
竹
内
吟
秋
の
弟
で
、
活
稗
を
幸
八
と
い
う
た
o
嘉
永
一
ア
サ
ヰ
シ
ョ
ウ
浅
井
庫
鹿
島
郡
に
回
し
、
滞
一
て
、
余
の
任
は
金
持
に
廊
。
、
池
磁
失
敗
の
暁
に
於

こ
の
村
領
の
東
に
在
る
0

・
泊
紋
些
か
得
す
る
が
、
箆
一
二
年
の
頃
か
ら
夙
に
九
谷
焼
に
着
街
し
て
名
手
と
講
一
政
時
代
で
は
、
東
馬
場
・
商
馬
場
・
最
勝
諦
・
徳
前
・
浅
一
い
て
後
患
を
諜
ら
ん
と
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、

主
の
俸
は
な
い
と
見
え
る
。
一
せ
ら
れ
、
明
治
二
年
前
凶
利
曽
か
ら
樹
鮮
亭
一
喝
の
一
井
・
芹
川
・
弁
岡
・
蛾
ケ
原
・
二
宮
・
武
部
の
十
村
を
省
一
共
に
北
下
す
る
の
窓
な
き
か
を
問
う
た
。
蘇
篤
乃
ち

ア
ザ
フ
ジ
ロ
ザ
Z

号
ン
腐
生
次
郎
左
衛
門
元
一
磁
を
受
け
た
o
大

正

五

年

十

二

局

入

十

一

践

を

以

て

一

ん

で

属

た

。

一

之

を

絡

し

、

四

用

六

日

金

制

作

に

着

し

た

が

、

こ

の

時

和

三

年

前

回

利

常

に

仕

ヘ

、

四

百

石

を

領

し

た

。

子

一

夜

。

一

ア

サ

ヰ

ナ

判

テ

・

遂

井

畷

能

安

部

大

領

中

か

ら

一

島

問

一

良

が

般

に

東

上

し

た

後

に

回

し

、

普

娯

の

曾

孫
樹
脂
掴
い
で
務
に
仕
へ
た
。
一
ア
ザ
ヰ
カ
ツ
マ
サ
浅
井
一
政
初
名
正
静
。
諒
一
大
領
を
経
て
南
浅
井
に
主
る
聞
を
い
ふ
o
今
大
領
の
一
戒
極
め
て
俄
で
あ
っ
た
か
ら
、
再
び
四
周
二
十
日
を

ア
サ
フ
シ
ン
シ
ロ
ウ
麻
生
新
四
一
郎
養
父
喜
平
一
右
衛
門
と
稽
し
、
も
と
近
江
の
入
。
備
前
守
長
政
の
一
松
林
中
に
、
慶
長
五
年
に
職
残
し
た
長
漣
龍
の
臣
堀
一
以
て
着
京
し
-
一
良
等
に
請
う
て
五
周
十
四
日
の
紀

次
永
貞
の
越
知
百
石
を
製
ぎ
、
小
松
御
一
応
組
に
斑
し
一
族
で
あ
る
o
陵
長
中
民
を
今
木
と
夏
め
て
盟
臣
秀
抑
制
一
内
一
表
幹
景
麗
・
長
-
皇
制
連
朗
・
小
林
平
左
衛
門
秀
一
尾
井
町
叫
襲
撃
に
加
。
、
後
七
周
二
十
七
日
斬
刑
に
慮

た
が
、
天
明
五
年
五
周
二
十
日
不
行
放
に
付
知
行
を
一
に
仕
へ
、
大
坂
前
役
に
は
使
番
と
な
っ
て
城
中
を
守
一
備
・
鈴
木
櫨
兵
衛
重
岡
・
八
回
三
助
吉
信
・
岩
田
新
助
一
せ
ら
れ
た
。
時
に
年
二
十
三
。

召
政
ち
、
五
ケ
山
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、
九
周
廿
九
日
一

b
、
後
役
に
命
を
奉
じ
て
京
極
高
次
の
管
に
使
し
た
一
吉
忠
・
六
島
少
三
郎
忠
雄
の
七
砕
を
存
す
る
o
捌
弼
平
一
ア
サ
ヰ
ベ
ン
カ
イ
浅
井
燐
海
能
美
郡
北
浅
井

開
設
し
た
o
時
に
三
十
二
践
で
あ
っ
た
o

一
が
、
そ
の
溜
る
や
努
敏
郎
に
自
殺
し
城
陥
り
た
る
を
一
次
も
同
時
の
職
死
者
で
あ
る
が
、
そ
の
碑
は
な
い
。
一
員
宗
束
波
妙
永
寺
の
備
。
高
倉
mm
授
に
入
っ
て
室
事

ア
ザ
フ
ダ
浅
生
田
幻
鳳
京
都
櫛
佑
庄
に
廊
一
以
て
京
師
に
殴
れ
た
。
元
和
四
年
一
政
前
回
利
常
の
一
ア
サ
ヰ
ナ
ハ
テ
カ
ツ
セ
ン
オ
ポ
Z
ガ
キ
浅
井
畷
一
院
大
含
に
泉
び
、
寮
司
に
任
ぜ
ら
れ
、
蛾
簡
を
描
き

す
る
部
務
。
一
昨
に
限
じ
、
笛
姓
に
復
し
て
来
。
仕
へ
、
千
石
を
賜
一
合
戦
捷
書
一
加
。
寛
文
元
年
九
足
十
二
日
前
回
綱
一
狂
歌
を
能
く
し
た
。
明
治
サ
一
年
入
用
十
五
日
寂
、

ア
サ
フ
ダ
ジ
ヨ
ウ
浅
生
田
城
鳳
至
泌
技
生
同
一
は
り
、
馬
組
組
に
闘
し
、
次
い
で
世
子
の
側
用
人
に
一
紀
笠
宮
駅
の
古
職
場
を
巡
見
し
て
、
邑
民
に
そ
の
事
一
六
十
五
畿
。
法
撹
離
脱
践
。

に
在
っ
た
。
越
管
賀
三
州
志
に
、
磁
記
に
安
代
原
城
一
巡
み
、
光
高
段
封
の
次
年
五
百
石
を
加
へ
、
正
保
二
一
買
を
開
札
し
た
提
笹
で
あ
る
。
一
ア
ザ
ヰ
マ
サ
ス
ケ
浅
井
政
右
迦
薦
作
左
衛
門
・

と
見
え
る
も
是
で
あ
ら
う
o
安
代
原
と
浅
生
出
と
は
一
年
光
高
の
俄
か
に
江
戸
に
卒
し
た
時
、
枢
に
従
っ
て
一
ア
サ
ヰ
ナ
ハ
テ
キ
浅
井
畷
記
一
m
m
o
牧
忠
輪
一
源
右
衛
門
、
議
議
と
脱
し
た
。
源
右
衛
門
一
政
の
嫡

隣
邑
で
あ
る
と
記
す
る
。
一
金
揮
に
締
り
、
四
局
廿
五
日
殉
死
し
た
o
還
は
天
徳
一
著
。
浅
弁
畷
役
の
次
第
に
就
き
、
諸
記
録
を
彦
照
し
一
男
。
寛
永
二
十
年
前
田
光
高
に
仕
へ
て
三
百
石
を
腸

ア
ザ
マ
ル
ア
サ
丸
加
賀
の
万
工
o
賀
州
藤
原
一
院
内
光
高
の
墓
域
に
存
し
、
そ
の
鑓
稿
に
浅
井
一
政
一
て
異
聞
を
正
し
、
評
論
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
一
は
り
、
大
小
持
組
に
列
し
た
。
正
保
二
年
矢
殉
死
の

ア
サ
丸
作
な
ど
L
切
る
。
元
和
頃
の
人
o

一

自

記

が

あ

る

。

一

ア

サ

キ

ナ

ハ

テ

ノ

タ

タ

カ

ヒ

浅

井

畷

の

鞍

↓

一

後

遺

知

の

中

千

二

一

白

石

を

襲

ぎ

、

高

治

三

年

大

小

将

ア
サ

εダ
イ
ソ
朝
見
大
索
金
揮
の
俳
人
。
天
一
ア
サ
ヰ
キ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ン
渓
井
鹿
謹
鳳
至
郡
能
一
ヶ
イ
チ
ョ
ウ
ノ
エ
キ
慶
長
の
役
。
一
頭
と
な
b
、
延
費
五
年
馬
廻
組
頭
に
強
み
、
天
和
一
-
一

保
九
年
生
o
幼
名
越
前
屋
午
三
郎
、
後
朝
日
地
衣
六
と
一
回
国
民
宗
東
一
疎
開
光
寺
十
五
代
の
街
。
発
賓
と
穏
し
、
一
ア
サ
キ
ハ
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